
令和４年第６回東員町教育委員会会議録 

東員町教育委員会 

 

１ 開    会 令和４年５月２７日（金） 午前９時３０分 

 

２ 閉    会 令和４年５月２７日（金） 午前１０時５０分 

 

３ 場    所 東員町総合文化センター 第１研修室 

 

４ 出  席  者 教育長 岡野 讓治 

          教育委員（職務代理者）  向山 節雄 

教育委員         三貫納 幸 

          教育委員         木村 陽一 

 教育委員 松宮 あけみ 

  ＜事 務 局＞ 事務局長 佐藤 光広 

 教育総務課長 中村 幹人 

          学校教育課長 千坂 勝彦 

 社会教育課長 田中 豊 

学校教育課主査 髙田 佳和 

教育総務課副課長     吉田 尚生 

 教育総務課課長補佐 山中 剛 

 

５ 会 議 事 項  別紙のとおり 

 

６ 出 席 委 員 

                         

 

                         

 

                         

 

                         

７ 会議録調製者  教育総務課課長補佐



（別紙）会議事項 

 

１ 開会の辞 

（事務局長） 

ただ今から、令和４年第６回東員町教育委員会を開会いたします。 

それでは、教育長に進行をお願いいたします。 

 

２ 前回会議録の確認 

（教育長） 

    前回会議録の確認をお願いいたします。確認いただきましたら、会議

終了後に署名をしていただきます。 

 

 （各委員） 

    ＜会議録を承認＞ 

 

３ 事務報告、事務計画 

（教育長） 

    事務報告、事務計画について説明します。 

＜以下、資料により説明＞ 

     

４ 議  事 

議案第１４号 令和４年度東員町教育委員会予算（一般会計補正予算第１

号）について 

（教育長） 

議案第１４号、令和４年度東員町教育委員会予算（一般会計補正予算

第１号）について、事務局の説明を求めます。 

 

（教育総務課長） 

議案第１４号、令和４年度東員町教育委員会予算（一般会計補正予算

第１号）について説明します。 

＜以下、議案第１４号資料により説明＞ 

 

（社会教育課長） 

＜以下、議案第１４号資料により説明＞ 

 

 



（教育長） 

教育総務課ですが、幼稚園・保育園のＩＣＴ化については先生の事務

軽減を図るため、導入を進めて参ります。社会教育課ですが、「こど

も歌舞伎」に対する交付金や、ヴィアティン三重バスケットボールチ

ームがＢ３の試合を東員町体育館でもできるよう整備し、スポーツ、

文化が身近に見られるまちにしていきたいと思います。 

 

（委員） 

バスケットゴールが新しくなるということですか。 

 

（社会教育課長） 

はい、Ｂ３の試合ができる規格に対応したものに買い替えします。  

 

（教育長） 

企業からの寄付金と国の交付金を財源としています。 

 

（社会教育課長） 

予算上では町負担は３１５千円となっていますが、入札結果により変

更する場合があります。 

 

（教育長） 

議案第１４号を承認してよろしいか。 

 

（各委員） 

異議なし。 

 

議案第１５号 令和４年度東員町教育委員会予算（一般会計補正予算第２

号）について 

（教育長） 

議案第１５号、令和４年度東員町教育委員会予算（一般会計補正予算

第２号）について、事務局の説明を求めます。 

 

（教育総務課長） 

議案第１５号、令和４年度東員町教育委員会予算（一般会計補正予算

第２号）について説明します。 

＜以下、議案第１５号資料により説明＞ 



（学校教育課長） 

＜以下、議案第１５号資料により説明＞ 

 

（社会教育課長） 

＜以下、議案第１５号資料により説明＞ 

 

（教育長） 

新型コロナウイルス感染症対応予算として園や学校現場のことを考え

計上したものであり、東員町は子育てを支援するまちと町長、副町長

も考えており、教育委員会予算として議会へ上程します。 

 

（委員） 

例年、予算を議会へ上程して、何％ぐらい承認してもらえるのですか。  

 

 （事務局長） 

よほどのことがない限り、ほとんどが議会で承認されます。上程する

までに各課より関連事業を上げ、課長会、三役といったところで精選

しております。 

 

（委員） 

空気清浄機について、みなみ保育園だけ６台というのは部屋数の都合

ですか。 

 

（学校教育課長） 

各園０，１，２才児室の３台ですが、みなみ保育園はこれが５クラス

あり、さらに未就園児の一時保育が１クラスあることから６台として

います。 

 

（教育長） 

他にご質問はございますか。なければ議案第１５号を承認してよろし

いか。 

 

（各委員） 

異議なし。 

 

 



５ その他 

 ・後援について 

（教育長） 

後援について、事務局の説明を求めます。 

 

（社会教育課長） 

後援第９号、北勢線夏休み親子ツアーズについて説明します。 

＜後援第９号資料により説明＞ 

 

後援第９号を許可したいと考えておりますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 

（教育長） 

教育委員会として後援を許可してよろしいでしょうか。  

 

（各委員） 

異議なし。 

 

 ・いじめ問題調査委員会の経過報告について 

（教育長） 

いじめ問題調査委員会の経過報告について、事務局の説明を求めます。 

 

（学校教育課主査） 

前回の教育委員会からいじめ問題調査委員会は開催しておらず、本日

午後開催します。調査は予定通り進んでおり、夏頃には教育委員会へ

答申される見込みです。 

また、第４回教育委員会にて報告したいじめ事案について、経過を報

告します。 

 

・諸課題について 

（教育長） 

現在、教育委員会が抱えている課題について、ご意見等伺いたいと思

います。学校教育課長、お願いします。 

 

 

 



（学校教育課長） 

   学校教育課における諸課題についてご説明します。 

＜以下、諸課題（１）こどものいじめ、虐待、貧困問題、（２）待機

児童、（３）学校区再編、（４）新型コロウイルス感染症対応  につ

いて説明＞ 

 

（委員） 

就学援助世帯について、令和２年度は１８９人、令和３年度は２２５

人というのは重複しているのですか。 

 

（学校教育課長） 

   中学校を卒業して対象外となった場合を除き、ほぼ重複しており、新

型コロナウイルスの影響による収入減のため増えています。申請すれ

ば認定が受けられる人もおり周知を続けていきたい。 

 

（教育長） 

待機児童についてはいかがですか。 

 

（委員） 

   待機児童ゼロと言われてきたが、保育園児が増えるという傾向にあり、

東員町の場合は幼保一体であるが、幼稚園児減ってきており、将来的

には幼稚園部分がなくなってしまうのではないかということも考えら

れるがどのように考えていますか。 

 

（学校教育課長） 

   平成２５年度の保育園児の割合は４６％に対し、令和３年度は７６．

８％と増えており、９２３人の園児中、幼稚園児２１４人である。無

償化により保育園のニーズが増えており、施設のことや保育士の確保

も併せて考えなければなりません。 

 

（委員） 

幼稚園教諭免許のみの採用はしているのですか。 

 

（学校教育課長） 

   幼稚園教諭と保育士資格の両方を持っていないと採用していません。  

 



（委員） 

   待機児童をゼロとするためには色々な課題はあると思いますが、大胆

な施策をもって再検討していただきたい。幼児教育を根本的に解決す

るには二元化していることかもしれないが、難しい問題です。 

 

（学校教育課長） 

   この問題については学校教育課のみならず、子育て担当である子ども

家庭課とも協議していきたいと考えます。 

 

（教育長） 

    ここで言うならば保育園の増設、もうひとつは私学にお願いする、こ

のふたつしかないと考えます。特に東員保育園の未満児室を増設をし

たいが、まわりにあまり土地がありません。他の園で言うと、いなべ

保育園は増設しており、みなみ保育園は子育て支援センターを未満児

室に転用しました。そうやって待機児童をださないように施設整備を

行ってきましたが、次はどこを増やさなければならないかということ

です。保育士の確保も大変で、今は派遣委託を行っています。そこで、

まずは正規職員を積極的に雇用しております。できるだけ待機児童を

ゼロにしていきたいと考えます。 

校区再編についてはいかがですか。これについては検討委員会を開き、

自治会へ説明にいかなければならないと考えます。具体的には、現在

通学する学校より近い校区外の学校へ通えるようにならないか。 

 

（学校教育課長） 

   今ある制度を活用するならば、就学指定校変更の申請があれば可能で

すが本人、保護者が希望すればということです。 

 

（委員） 

   校区再編については前から言われてきたが、なかなか手が付けられな

い状況であり、委員会を作り動き出さなければいけない。 

 

（学校教育課長） 

   教育委員会事務局だけで考えるのではなくて、地域や保護者の声を聞

くために、まずは今年度に委員会を開催しようと思います。 

 

 



（委員） 

   後ろ向きな意見ですが、笹尾と城山は合併できるかもしれないが、他

の校区の再編は厳しいと思います。地域のつながりもあり、住宅を造

成する時に校区の根回しが必要であると考えます。 

 

（学校教育課長） 

   貴重なご意見ありがとうございます。教育委員会事務局だけで進める

のではなく、今のような色々なご意見をお聞きしたいと思います。 

 

（委員） 

   世代がどんどん変わってきており、今の子育て世代の意見を聞くこと

が大事であると思います。 

 

（学校教育課長） 

   委員会の中で保護者を代表するＰＴＡ、学校、地域住民の方から意見

を聞き、メリット、デメリットを集約し、子どもたちにとって最善の

方法考える委員会にしたいと思います。 

 

・次回定例教育委員会日程について 

（教育総務課長） 

次回、東員町教育委員会について、令和４年６月２８日（火）午前９

時３０分から開催することとしてよろしいか。 

 

（委員） 

異議なし。 

 

６ 閉会の辞 

（事務局長） 

これをもちまして、令和４年第６回東員町教育委員会を閉会いたしま

す。 


